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本日の予定

【全体会】
１ 「チャレンジクラス」の概要
２ 入級の流れ
３ 「チャレンジクラス」のQ＆A
４ 質疑応答

【教室予定場所見学（随時）】【個別相談会】



１「チャレンジクラス」
の概要



「チャレンジクラス」の概要

〇都内公立中学校等における不登校生徒を
対象として、その実態に配慮した教育を
実施する学級です。

〇本事業は、東京都教育委員会が推進する
不登校対策事業の一環として設置します。



チャレンジクラスの対象となる生徒について①

年間３０日以上欠席している生徒
（何らかの心理的、情緒的、身体的あるいは社会的要因・背景に
より、登校しないあるいはしたくてもできない状況。病気や経済
的理由は除く）

欠席日数は３０日未満であっても、断続的な
不登校又は不登校の傾向が見られる生徒

✔

✔



チャレンジクラスの対象となる生徒について②

【令和８年４月開設時】

東中学校区の児童・生徒

【令和８年９月（予定）】

他中学校区の児童・生徒
※６月頃以降に体験を実施（予定）



「チャレンジクラス」が目指す３つのこと

安心して通える場所

在籍前に比べて登校日
数が増えるよう、一人
一人が安心して過ごせ
る環境を整えます。

「わかる」喜びを
取り戻す

個別の学習状況に合わせたス
モールステップの指導で、
「わかった」「できた」とい
う成功体験を積み重ねます。

一人にしない支援体制

教職員やSC、SSWが連携し、す
べての生徒と保護者が安心して
相談できる体制を築きます。



特色１：ゆとりある生活時程の実現



特色２：学習指導と個に応じた柔軟な支援

正規の教員を４～５名程度チャレンジ
クラスに配置し、可能な限りTT
（ティームティーチング）体制を取り、
個別最適な学習指導を目指します。

教育課程と
指導体制

個別の支援計画
の作成

入級時に生徒・保護者と面談
し、本人の願いや目標を踏ま
えた「個別の支援計画」を作
成し、支援方針を共有します。



特色２：学習指導と個に応じた柔軟な支援

習熟度別学習等を取り
入れるなど、学習の遅
れや学び直しに対し、
丁寧にサポートします。

個に応じた
柔軟な支援

体験的な活動

美術や音楽、家庭科などの実技教科や総
合的な学習の時間等における体験活動を
実施し、学習意欲を育みます。また、
チャレンジクラスとしての行事も計画し
ています。



特色３：環境と専門的な支援体制

🌸落ち着いて過ごせる教室環境

・通常学級の生徒と導線が重な
らないよう配慮された昇降口

・パーテーションで区切り、個
別学習やグループ学習、談話
など個に合わせた多様な活動
ができるエリアを整備



特色３：環境と専門的な支援体制

🌸支援体制

・教員４～５名体制で、学習指
導から進路指導まで、一人一
人に寄り添った支援をします。

・スクールカウンセラーやスクー
ル・ソーシャルワーカーと連携
し、生徒と家庭を多角的にサポ
ートします。



２ 入級の流れ



令和８年９月以降に入級の手続き





🌸 令和８年４月開設時入級希望 体験なし

🌻 令和８年９月以降入級希望（中学生）
６月頃～体験開始 ※年に４～５回設定 （予定）

🌷 令和９年４月入級希望（小学生）
１１月頃 体験入級 ※小学生のみ・５日間（予定）

※体験入級期間は、東中学校のHPに今後掲載する予定です



🌸入級の主な条件🌸

① 体験期間中、６割以上参加していること。
② 生徒、保護者ともにチャレンジクラスへの入級に
同意していること。

③ 生徒が通学に対して意欲的であり、学習に取り組む
ことができること。

④ 徒歩または公共交通機関による通学が可能なこと。



🌸東中学校の生徒 → クラスの変更のみ

🌻東中学校以外の中学校の生徒
→在籍校が転出入の手続き

🌷東中学校の学区以外の児童
→指定校変更の手続き（窓口：学務課）



令和８年４月入級の手続きの日程

①【相談・面談】
②【申請書提出】

③【見学・面談】
【意向確認】

④【審査会】２月下旬～３月上旬

⑤【決定】 入級の可否は、３月１３日まで

２月１６日まで

２月２５日まで



３ Q＆A



Q ２
元の在籍校に
戻ることは可能
ですか。

A ２
可能です。退級審査会を経て、元
の在籍校の通常学級に転学する
ことができます。

Q １０
退級に条件は
ありますか。

Q １０
退級に当たっては、生徒・保護者の
意向や希望を踏まえ、設置校の校
長と面談を行い、その後、退級審査
会を経て、退級となります。



Q １２
標準服（制
服）はどうなり
ますか。また、
ジャージなど
でも登校でき
ますか。

A １２
原則として、東中学校の標準服又
は以前の在籍校の標準服を着用
となります。ジャージの着用等に
ついては、チャレンジクラス見学・
面談時に東中学校に直接ご相談
ください。
（※東中学校の標準服は、在庫があり、サ
イズが合えば貸し出しも検討できます。また、
購入することもできます。）



Q １３
通学方法に制限は
ありますか。

A １３
原則として、徒歩または公共
の交通機関での通学となり
ます。自転車通学は認められ
ません。なお、保護者による送
迎は可能です。

Q １４
学習は学年別
で行いますか。

A １４
原則、学年別で行いますが、
内容によっては他の学年と合
同で行うこともあります。



Q １６
通常学級との交流はありますか。

A １６
交流学級を設け、生徒及び保護者の要望があれば、東中
学校の学校行事（例えば、運動会や合唱コンクール、校外
学習、修学旅行）などに参加することを通して交流するこ
とができます。ただし、本人の心理的負担を考慮し、参加
の有無や参加方法については、チャレンジクラスの教員と
相談しながら進め、校長が判断します。また、校外学習や
修学旅行については、チャレンジクラスの学級として参加
することも可能です。



Q １８
チャレンジ
クラスに在
籍した場
合、通常の
成績は付
きますか。

A １８
チャレンジクラスの授業では、授業内
容や授業時数の関係により、通常学
級と同様の評価はできないことから、
原則として文章での評価を行います。
ただし、保護者や生徒の要望があり、
交流学級の課題提出や定期考査の
受験等の条件を満たす場合、通常学
級と同様の５段階での評価を行うこ
とも可能です。



Q １９
設置校の部活動
に出ることは可能
ですか。

A １９
生徒及び保護者の要望があれ
ば可能です。ただし、東中学校長
の許可が必要ですので、チャレン
ジクラスの教員と相談しながら進
めることが必要です。



Q ２２
特別支援教室の
併用はできますか。

A ２２
チャレンジクラスと特別支援
教室の併用はできません。

Q ２５
もくせい教室や
フリースクールと
の併用はできま
すか。

A ２５
最初からもくせい教室やフリース
クールの併用することは想定して
おりませんが、生徒の状況や今後
の見通しを踏まえて考えていく必
要があると考えますので、個別に
ご相談ください。



４ 質疑応答



５ 全体会閉会

個別相談を希望される方は、教育委員会又
は東中学校管理職にお声がけください。


